
２０１８年  ５月  ２０日 ≪ペンテコステ礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②小山美枝子姉  ③石井師 

賛  美  讃美歌６６番 &  ～主の臨在の御前で～ 

パウロの祈り② 

聖  書  ①ヨハネによる福音書４章７～１４節                                                                               

      ②使徒行伝1６章２５～３４節 

特別賛美  井澤ファミリー 

メッセージ  ①「あなたはラッキーな人です！」大川従道牧師                                                                                                                                   

      ②「勝利を信じた祈り」石井 潤牧師 

献  金  聖歌２５３番 ＆ ～求めて～ 

祝  祷               〔献金：和田姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「平和初めて知った」 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は｢ペンテコステ礼拝｣です。聖霊様を下さった主に心より感謝します。

２．本日午後、チラシ配布をします。共にみことばの種を蒔きましょう！ 

３．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/明朝６時。★木曜祈祷会/①午前 10 時半、 

ボーマン･ルリ子師。②夜７時半、大野師(大和映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

４．来週日曜午後は、西田先生のご指導による聖歌隊の練習が行われます。 
 
 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/２０～/２７〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
歴代志上 
１・２章 

３－ 
５章 

６・ 
７章 

８－ 
１０章 

１１－ 
１３章 

１４－ 
１６章 

１７－ 
１９章 

２０－ 
２２章 

新約 
ヨハネ７： 
３２－５３ 

８：１ 
－２０ 

８：２１ 
－３６ 

８：３７ 
－５９ 

９：１ 
－２３ 

９：２４ 
－４１ 

１０：１ 
－２１ 

１０：２２ 
－４２ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

５/27(日):聖歌隊 28(木):長野家庭集会 ６/3(日):聖書の学び会 

9(土)10(日):｢世の光いきいきタイム ゴスペルコンサート＆聖書のメッセージ｣ 



 
 
 
 
 
 
 
｢あなたがたときたら、人を殺してでも欲しいものを手に入れたがるのです。う
らやんでも手に入れることができないと、力ずくで奪おうとしてけんかをしま
す。神に願い求めることをしないからです。いくら願い求めても手に入らない
のは、その目的や動機がまちがっているからです。自分を楽しませることのみ
求めているからです。｣ ヤコブの手紙５章２，３節[リビングバイブル]  
 

二千年前のあのペンテコステの日、弟子たちは天から送られた聖霊によって満たされまし

た。それは主によって命じられたように、エルサレムに留まり、共に主を待ち望んだからでした。 

旧約聖書サムエル記上１５章で預言者サムエルはサウル王に語りました。 

「主はそのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように、燔祭や犠牲を喜ばれるであろうか。見

よ、従うことは犠牲にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる。そむくことは占いの罪に等しく、

強情は偶像礼拝の罪に等しいからである。あなたが主のことばを捨てたので、主もまたあな

たを捨てて、王の位から退けられた」。(22･23節) 

また、ダビデは詩篇５１篇で、 

「神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、あなたは砕けた悔いた心をかろしめられ

ません。」（17節） 

主は聖霊様を私たちに与え、その御業をなされます。しかし、私たちの信仰が主の御前

に整えられていないと、主は御業をなし得ないのです。 

主に従っていく中で、私たちは少なからず、試練に立ち向かわなければなりません。そんな

とき、主の導きを仰ぎます。 

パウロは主のためと信じて、宣教の働きをしていましたが、二度も主によってその行く手を

阻まれました。そして、どうしてだろう？と悩み、試案にくれているときに、主が一つの幻を通し

て、新たな主の御心を示されました。そして、ギリシャへの道が開かれて、意気揚々と前進し

ていきました。その中で主は大いなる御業をなされましたが、大きな苦しみを伴う試練の中に

入れられてしまいました。「主に従う道を歩んでいたはずなのに、どうして私はこんなに苦しい

目に遭わなければならないのだろうか？」と感じてしまう状況に置かれることがあります。そこ

で、もう一度、初心に帰って主の前に出て祈り求めます。“どうぞ、導いてください”“どうぞ、

力をお与えください”と。すると、主は栄光を現され、主の奇跡がなされていきます。 

私たちは絶えず、祈りの中で、初心に帰り、主の御手にすべてを委ねさせられるのです。

「わたしではなく、あなたです！」と。主を絶えず礼拝し、求め続けるのです。そして、私たちは

前進し続けるのです。パウロと共にいたように、主は私たちと共にいてくださいます。 

「勝利を信じた祈り」 

～祈り方の確認～ 


